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茨城大学の現場が動き出す大学教育のマネジメントとは
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大学の質保証の社会的意味と課題
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内容

• なぜ、大学教育の質保証が求められるようになったのか

• なぜ、大学教育の質保証は難しいのか

• 茨城大学の取り組みから学ぶことのできる教訓はなにか



大学教育の質保証が求められる背景

• （高等教育の）質保証：Quality Assurance

⇒高等教育機関が、学校教育法、大学設置基準等の法令に明記さ
れた最低基準としての要件や認証評価等で設定される評価基準に
対する適合性の確保に加え、関係者の期待の充足等を確認するこ
とにより、高等教育の利害関係者の信頼を確立することを指す。
日本における高等教育の質保証は設置認可・届出制度、設置計画
履行状況等調査、内部質保証、認証評価制度からなる。

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構大学質保証ポータル高等教育に関する質保証関係用語集https://niadqe.jp/glossary



大学教育の質保証が求められる背景
• 内部質保証：Internal Quality Assurance

⇒大学等が、自らの責任で自学の諸活動について点検・評価を行い、
その結果を基に改革・改善に努め、それによってその質を自ら保証す
ること。教育の内部質保証とは、大学等の教育研究活動の質や学生の
学習成果の水準等を自ら継続的に保証することをいう。それぞれの教
育課程の編成・実施に責任をもつ組織が、当該課程における教育研究
への取組状況や、学生が身に付けるべき能力や課程における学習成果
等を分析・評価して改善に活かすとともに、大学等が各教育課程にお
けるこうした取組みを把握し、総体として改革・改善の仕組みが機能
していること、及びそれによって、教育研究の質が確保されているこ
とを保証する責任を有する。

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構大学質保証ポータル高等教育に関する質保証関係用語集https://niadqe.jp/glossary



大学教育の質保証が求められる背景
• 教学マネジメント：Management of Teaching and Learning
⇒大学がその教育目的を達成するために行う管理運営。
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構大学質保証ポータル高等教育に関する質保証関係用語集https://niadqe.jp/glossary

• 教学マネジメント指針
⇒教学マネジメントは「大学がその教育目的を達成するために行う管
理運営」と定義でき、 大学の内部質保証の確立にも密接に関わる重要
な営みである。…マネジメントという用語は、多義的な意味を有する
ものであるが、「目標の達成に向け て、組織の限りある資源を効率的
に活用する」という側面については一定の共通理解が存 在すると考え
られる。大学も一定の目標を掲げて活動を行う組織である以上、適切
なマネジメントを行うことが必要であることはいうまでもない。
「教学マネジメント指針」（令和2年1月22日 中央教育審議会大学分科会） https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html



「教学マネジメント指針」（令和2年1月22日 中央教育審議会大学分科会） https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html



大学教育の質保証が求められる背景
• 大学教育の質保証に関わるいくつかの源流

→ 自発的結社としての大学制度の成り立ち（中世ヨーロッパ）
→ 自発的結社の禁止下において国が与えた例外的な権利や特権（チャーター）
→ 米国の高等教育における大学団体（or 専門職業集団）による適格認定（アクレディテーション）
→ 欧州における学位の国際通用性を担保するための質保証の取り組み（ボローニャ宣言） 等

※外的なアカウンタビリティ（説明責任）要求に対する抵抗と適応
→ 公的資金の投入に対して、それに見合う成果を求める政治的、経済的、社会的な圧力への対応
→ 大学ランキングや標準テストなど、外的な（しばしば商用の）評価の試みへの対抗
→ グローバル化に伴う人材の国際移動への対応、あるいは国際移動の促進のための政策への対応 等



小林雅之、2023、教育の質保証におけるIRと大学情報公開の重要性、高等教育質保証学会 基調講演資料より



中央教育審議会、2018、2040年に向けた高等教育のグランドデザイン https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm



中央教育審議会大学分科会、2023、学修者本位の大学教育の実現に向けた今後の振興方策について
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm



中央教育審議会大学分科会、2023、学修者本位の大学教育の実現に向けた今後の振興方策について
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm



中央教育審議会大学分科会、2023、学修者本位の大学教育の実現に向けた今後の振興方策について
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm



教育未来創造会議、2022、我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/teigen.html



教育未来創造会議、2023、未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/teigen.html



「従来の高等教育課程よりも、
学習量が少なく、焦点が絞られ、
提供形態に柔軟性をもつ学習
機会「マイクロクレデンシャル」。
生涯を通じた学び直しを支援す
るツールとして世界各国で関心
を集めている。国際比較に基づ
く最新知見から、今後の可能性
を探る。」



大学教育の質保証の難しさ

・質概念の多様性

内部質保証システムの概念と要素、林 隆之 大学評価・学位研究 19 (0), 1-22, 2018-03-01



大学教育の質保証の難しさ

・政策の野心と実態の乖離

高等教育研究における政策研究の限界と展望、元濱 奈穂子 教育学研究 88 (3), 445-454, 2021-09-30

大学教育改革 を対象とした研究は、 1 ）政策理念の実践方法の 紹介、 2 ）現在の改革批判の 2 種類に分け
られる。…後者の研究群では、研究者自身が改革の 当事者として、大学組織や大学人の改革への不満 を描
いてきた（佐藤編 2018、山口 2017など）。 「面従腹背」（佐藤 2018、吉田 2020）という表現 が象徴的
に示すように、昨今の大学教育改革は教 員の仕事量を増やす一方で、実際の教育の改善に は至らないとい
う批判的な示唆が行われてきた。

…欧州においても政策を対象とした野 心的な研究が主流であったこと、それが、政策の 野心と質改善の営
みのずれに関する理解を妨げ、 政策の基盤となっている規範論の強化を招いたと批判されている…

…欧州における自己批判的な研究の見直しは、 質保証政策に対する研究者の立場性の問題を浮き 彫りにし
ている…1つの方法論として、ローカルな文脈、すなわち個別の大学組織や大学教員をはじめとする大学構
成員たちの解釈枠組みから質保証を再定義しようとする試みが始まっている…



大学教育の質保証の難しさ
・大学教育の質保証に対する教員の「抵抗」の合理性

―医学部医学科アセスメントテスト「臨床実習前 OSCE」における発達観の非共有をもとに―

大学教育の質保証に対する教員の「抵抗」の合理性、元濱 奈穂子 教育学研究 89 (2), 207-219, 2022

先行研究は、大学教員の「抵抗」を、大学教育 の質保証の実質化を阻むものであり、なおかつ、 専門職
アイデンティティの擁護と複雑な大学組織 構造から生じる不可避的な行為として位置づけて いた。対して
本稿の知見は、制度上望ましいとさ れた能力が学生のその後の発達に対してもつ意味 の非共有が、「抵
抗」の一因となっていることを 示している。つまり、「抵抗」という現象を精査 すると、それは「何を教
えどう評価するかについ ての自由裁量…を擁護したいという動機」（広田 2019，p.141）といった、専門
職アイデンティテ ィの擁護の意図と結びついた忌避感から生じてい るとは必ずしも言えない。学生の発達
過程に関し て、教員間・教員と質保証制度との間で共通理解 が得られていないことから「抵抗」が生じて
いる ことが、本稿の知見から見えてきたからである。

このように「抵抗」の合理性を捉えたことで、 「抵抗」を不可避なものではなく、教員間の議論 によっ
て対処可能な課題として位置づけなおすこ とができる。たとえば広田（2019）は、教員同士 の対話を通じ
た同僚性に基づく教育の質保証を提 言しているが、こうした場で学生の発達に関する 価値観を共有してい
くことによって、質保証制度 に「抵抗」する教員と、そうではない教員とが互 いの理解を深めることが可
能になるかもしれない。



大学教育の質保証の難しさ（を越えた先の展望）
・理念共有が構成員に与える効果（経営学の知見から）

経営理念の浸透が顧客と従業員の満足へ及ぼす効果―事例企業調査研究から―松葉 博雄 経営行動科学 21 (2), 89-103, 2008

本研 究の 目的は,事 例 企業 におい て,理 念主導 型の 経営 を通 じて経 営理念の浸透が顧客満足
(customer satisfaction:以 下CS)と 従業員満 足(employee sadsfaction:以 下ES)を 両 立させ ているとい
う仮説を検証す る ことであ る。

SPCの 基本的 な概念 を良循環 と悪 循環で説 明す る。 良循環 では,入 念な選抜採用 を し,入 社 した従
業員 に訓 練 とサ ポー トを行い,現 場権 限を付与す ることで実力が 発揮 しやす くな り,そ の業績 の適
正な評価 と報酬付 与 に より従業員の勤務期間が⾧ くなるこ とでES度 は向上す る。満足 した従業員は
CSを 生 み,顧 客 ロイヤルテ ィを 育 成す る。 リピー トや紹介に より顧客維持 を図 り,結 果 として売
上増加 をもた らし企業 の成⾧ につ なが ることと なる。得 られた収益 により利益率 の向上 につ なが
る。利 益が再 び社内サー ビスの質の向上 のために投資 され るこ とに より,2つ のサイ クルは連鎖す
ることとなる。

一 方,悪 循環 で は,訓 練 ・サポ ー トをあま りしない で現場権限 を与えない ことか ら,従 業員の入れ替
わ りが 激 しくな りESは 生 じない。CSは 生 じない し,収 益の 減少 となる。収益 が向上 しなければよ
り高い報酬は支払 えず,CSとESは 相互 に連鎖 しな くなる(Heskett他 1997)。2つ の ロジ ックの岐路 と
なるの は,CSとESの2 つのサ イクルの相 互依存関係 である。



大学教育の質保証の難しさ（を越えた先の展望）
・理念共有が構成員に与える効果（経営学の知見から）

経営理念の浸透が顧客と従業員の満足へ及ぼす効果―事例企業調査研究から―松葉 博雄 経営行動科学 21 (2), 89-103, 2008



大学教育の質保証の難しさ（を越えた先の展望）

・大学の理念を鍛え直す

「今やるべきことは、「古い理想」（※フンボルト理念のイメージ）か、
ネオリベラルな改革か、という二分法でどちらかを選択することではな
いだろう。一方ではグローバリゼーションの多様な次元に注意を払いつ
つ、他方ではマス化・ユニバーサル化による学生の変化に合わせて、
「古い理想」に込められていた高邁な理念・哲学を鍛え直すことが求め
られているのではないだろうか」

シリーズ大学 第１巻 グローバリゼーション、社会変動と大学 吉田文 編著 岩波書店 2013



茨城大学の取り組みからの教訓

• ボトムアップを
重視した
内部質保証システム

太田寛行、嶌田敏行編著、2023『現場が動き出す大学教育のマネジメントとは－茨城大学「教育の質保証」システム構築の物語―』235頁



茨城大学の取り組みからの教訓

• データ活用の工夫：ボトムアップ型の「弱い活用」

太田寛行、嶌田敏行編著、2023『現場が動き出す大学教育のマネジメントとは－茨城大学「教育の質保証」システム構築の物語―』161頁



茨城大学の取り組みからの教訓

• 入口から
出口までの
体系的な
学生調査の整備

太田寛行、嶌田敏行編著、2023『現場が動き出す大学教育のマネジメントとは－茨城大学「教育の質保証」システム構築の物語―』231頁



茨城大学の取り組みからの教訓

• 現場のニーズに応じた迅速なフィードバック体制（含む自動化）

太田寛行、嶌田敏行編著、2023『現場が動き出す大学教育のマネジメントとは－茨城大学「教育の質保証」システム構築の物語―』163頁



茨城大学の取り組みからの教訓
• 大学教育の質保証

× 理念の共有とPR

（茨城大学2021
コミットメント）

太田寛行、嶌田敏行編著、2023『現場が動き出す大学教育のマネジメントとは－茨城大学「教育の質保証」システム構築の物語―』172,232頁



茨城大学の取り組みからの教訓

• 学修達成度（自己認識）の持続的な向上：卒業時の学修成果の経年変化

太田寛行、嶌田敏行編著、2023『現場が動き出す大学教育のマネジメントとは－茨城大学「教育の質保証」システム構築の物語―』190頁


